























































































































































































































































































































































































































































































































































月日 書物 関係相手 内容 備考






吉口傳 裏松入道 裏松より 匡却
侍中群要2冊 裏松入道 裏松より 区却
陣官抄 裏松入道 慶松より 旦却
吉部秘訓抄 裏松入道 裏松より 区却
卓子式 裏松入道 裏松より返却
219 日本紀12冊 内膳司漬島等庭 演島へ持参 ｢嚢松入道ヨ’ﾉ御返却」
2.釦 噸1八年仙周冑所日雛之箇日進之五餅三本蛎之図 内膳司濱島等庭 濱島より借用
山槐記3巻 内膳司濱島等庭 涜島より返却
令集解 内膳司演島等庭 涜島より返却
2.鰯 文徳実録10巻 林伊兵衛 二侭通侮陽塔輿入林伊兵衛より18匁■入
令義解11巻 林伊兵衛 二條通卿馬塔東入林伊兵衛よりl5m■入
2-鱈 続日本紀鋤冊 林伊兵衛 林伊兵衛より57匁5分購入
2調 御ゆとののうへ日記 内膳司演島等庭 渡島より返却
玉食供進抄 内膳司涜島等庭 演島より返却
2.27 令義解 山田以文 令義解会 山田邸にて
229 玉食供進抄 山田以文 ｢写之儀相願」
32 延宝年中之日記 大隅庸房 大隅より借用 322返却
貴嶺IMI答 内膳司濱島等庭 涜島より返却 ｢宗直朝臣之肇」
3.18 令義解 山田I(文 令義解会 ｢参山田亭」
3.21 令義解 山田I1文 令装解会 ｢於山田亭」「出席」
3.24 令義解 11 1文・橋本経亮 令義解会 ｢於予家」
4.6 令義解 山田〕 1文 令義解会 ｢参山田亭」
4．19 御ゆとのの日記 山田】〔文 一校 4.鋤校考畢／尾崎積興へ返却
4.釦 貞観儀式 山田I(文 校考会 ｢今日ヨリ｣｢以文於私宅始之」
4.22 貞観儀式三ノ巻1冊 山田〕 L文 一校畢
犬追物1冊 山田以文 一校恥
4●26 北山抄 尾崎積興 尾崎積興へ持参 ｢写出来之分」
53 嬰胡首之葉 有坂宇右衛門 写が完成して、有坂が持って来る 松平越中守作
5.8 令義解 山田以文・檎本経亮 令義解会 ｢参山田亭」
5．18 正徳年中日記 大隅佐渡守 大隅より借用
5.19 令義解 山田以文・棲本経亮 令義解会
a釦 寛永廿一年御ゆとののH妃 山田以文 一校畢
5.22 令義解 山田以文・津田賢蔵・橋本経亮 令義解会 ｢来駕」
6．11 雲似l抄 裏松入道 裏松が「入用之由」 ｢焼失之由申、御断」
天明炎上記 写出来 ｢町尻殿作｣｢御末おかか筆也」
天明炎上記 山田以文 談合・一校
6．12 雲図抄 裏松入道 裏松へ持参 ｢尾崎縫殿頭願」
雅亮装束抄1冊 水口右術門尉 ｢写之儀相遣云々」
621 直井右衛'''1 高橋が「読書の1川1入」 ｢I(il村（岡崎村)li(井右衛門」
624 令義解2冊 尾崎積興 尾崎が書き写して、持って来る
625 観有職1冊 橋本経亮 憐本へ返却
626 文選 直井右衛門 ｢読書、従今日始」
6.27 直井右衛門 ｢読書」
6.28 令義解 山川以文・津田賢蔵 令義解会 ｢来駕」
直井右衛門 ｢読書」 ｢直井先生」
7．19 文徳実録 山田以文 ｢校考始」 721「校考畢」
7．鋤 寛永廿一年御ゆとのの日記 内膳司演島等庭 演島へ返却
玉食供進抄 内膳司濱島等庭 涜島へ返却
728 文徳実録 ｢校考巻十一日終､同始巻一投¥云々 」
1N
8.2 文徳実録 山田以文 校考





8.13 文徳実録 山田以文 校考 ｢参山田以文亭」
8.17 直井右衛門 ｢読書」
820 雅亮装束抄 山田以文 山1IIより返却
飾抄 山田以文 山田より返却
821 禁秘抄1冊 林伊兵衛手代 林伊兵衛へ返却
三袷物語 林伊兵衛手代 林伊兵衛へ返却
排（ママ)i11氏族 林伊兵衛手代 林伊兵衛へ返却
822 西宮記巻－1冊 鎌田文蔵 書写させる
(8.27～10.14欠）
10．15 文徳実録10巻 高松後藤弥右衛門 ｢返却」 ｢山田民弥方迄出ス」




10.18 北山抄 山田以文 校考
北山抄 裏松入道 北山抄会 裏松邸へ参る
土佐家髄馬IX]一巻 有坂宇右衛門 有坂より借用 10.19に広橋家へ相渡す
年中装束抄二巻 有坂宇右衛門 有坂より借用







1026(桐書籍函百巻入） 寺町石薬師下所 ｢調之」 料金l貫350文
1027 雲図抄1巻 有坂宇右衛門 借用 酒井雅楽頭蔵本、10銘広桧家へ持参
10.錫 北山抄 山田以文 校考
北山抄 裏松入道 北1l.1抄会 裏松邸へ参る
11.3 裏松入道
??
11.4 図類二三拾 有坂字右衛'''1 有坂より借用
文選正文 松野喜兵術 ｢調之」
11.8 北山抄 裏松入道 北山抄会 裏松邸へ参る






11"14 水鏡 山田以文 校考
北山抄 鎌田文蔵 書写したものが完成、持って来る
11.16 文選 津田賢蔵 ｢談合」
水鏡70丁 山田以文 校考
11.17 竹とり物語 青貝屋 ｢調之」
うつほ物語 青貝屋 ｢調之」
百練抄 勢州三井総|一郎 ｢借用、為令写」
11.18 水鏡 山田以文 校孝
北山抄 裏松入道 北山抄会 裏松邸へ参る
11.19 類典 裏松入道 高橋から返却
漢書 津田賢蔵 会読 ｢来駕」





123 北山抄 裏松入道 北山抄会 裏松邸へ参る







12． 2 十八史略 津田賢蔵・水口右兵衛尉 会読 ｢来駕」「会談始」
123 北山抄 裏松入道 北山抄会 裏松邸へ参る
1冊 津田賢蔵 ｢返却」
詩経6冊 津田賢蔵 ｢返却」
12.26 八瀬村輪旨写2通 橋本経亮 橋本が持って来る ｢今宮村願二付」緊今宮村の出入あり
